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原生動物（原虫類=<FGHGIG3）・・・繊毛虫"

細菌類=AJ3KH5FL3@が付着"

是澤奈津美
「家畜生理学」、津田恒之、養賢堂

是澤奈津美
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原生動物の模式図（エントディニウム類）"

大きさは様々だが"
何れも単細胞生物"

是澤奈津美
「家畜生理学」、津田恒之、養賢堂
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是澤奈津美


是澤奈津美
「獣医生理学」第２版、高橋迪雄 監訳、文永堂出版

是澤奈津美
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是澤奈津美
「動物栄養学」、奥村純市編、朝倉書店

是澤奈津美
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是澤奈津美
「獣医生理学」第２版、高橋迪雄 監訳、文永堂出版
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揮発性脂肪酸（DN0）の生産量"

是澤奈津美
「家畜生理学」、津田恒之、養賢堂

是澤奈津美
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是澤奈津美
「動物栄養学」、奥村純市編、朝倉書店

是澤奈津美


是澤奈津美
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｢バイパス蛋白質｣・・・ルーメン内で微生物に分解されない蛋白質 
  例：加熱大豆タンパク質 
 

Q: なぜ、｢バイパス蛋白質｣が必要か？ 
 

A: 乳牛の泌乳量が多くなってきて年間乳量が1万Kgを超す牛も珍しくなくない。
昔は乳牛に必要な蛋白質はルーメン内の微生物体蛋白質で間に合っていたが、
乳牛の改良が進んで微生物体蛋白質では間に合わなくなった。 
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大腸：盲腸、結腸、直腸からなる。構造は動物によって著し"
   く異なる。大腸壁は小腸壁と同じ構造を持つが、粘膜"
   に絨毛がなく、分泌腺の発達は少ない。消化作用は"
   微弱。水、無機物の吸収はさかん。ニワトリやウサギ"
   では盲腸内で作用をうけた糞を盲腸糞と呼び、直腸"
   糞と区別できる。"

雷鳥は通常の糞（腸糞と言う）
とは別に、チョコレート色をし
た液状の盲腸糞をする。"

葡萄の房状のものがウサギが
食べる盲腸糞。  

是澤奈津美


是澤奈津美
http://yamagutu.web.infoseek.co.jp/33-asiato/04.htm

是澤奈津美


是澤奈津美
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大腸の機能 

●大腸の機能 

単胃草食動物（ウマなど）では極めて重要。 
 ・腸内細菌 
 ・揮発性脂肪酸の生成 
 ・副産物として発酵ガスを生成 
 ・ウサギ、モルモットでは盲腸糞  

・水分の吸収 
・不消化物の処理・排泄 
・有機物の発酵"

●繊維成分の発酵 




